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論文と同時進行して作られた作品『dream around the sunset』は従来の作品と違い、ドキュメンタリー映
像を含んでいる。故郷の土地開発を巡る住民の論争を撮影した映像だ。抜き差しならない時代変化の有様を、
増幅されたノイズのように立体群の背後に対置することで、鑑賞者に新たな原風景の解釈を促している。自
身の故郷の実態をそれとわかるように作品中に取り入れることは、友清の大きな変化の兆しと言えよう。が、
本作ではまだ完全にその狙いが定まっているとは言えない。また「風景」「風景画」といったキーワードが作
品中の断片的な要素のなかに留まっている印象があり、ダイナミックな読み取りの方法を鑑賞者に構造的に
示すことに関しては、未だ未熟な部分が残る。 
また論文の執筆の進行は難航を極めるものであった。最大の難点は、自伝的な要素を論述にいかに絡ませ
るかということだった。しかし指導段階で「美術家が作品論から美術を考えることは自然なことで、自伝的
要素も展開上必要なことである」という指導教官の意見が一致し、本人の世界観の大半を彩る自伝的部分を、
要素として論文中に残した。 
以上のような作品、論文への見解と評価を経て、課程博士学位として相応しい内容に値するとして、全員
一致でこのような評価とした。 
